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1 泉明宏「動物の“音楽”認知」（『言語』第 33巻第 6号、2004年 6月）は、「ヒト以外の動物も作風の異なる
楽曲の弁別ができると考えられる。しかし、そのような弁別がヒトと同じやり方でおこなわれているとは考えに
くいであろう。」としている。 
2 文藝春秋、2005年 4月。 
3 古川作品に登場する動物の諸相については、池田雄一「古川日出男全著作解題 翻案、動物の声を聞き、襲撃




























                                                   









9 古川日出男『小説のデーモンたち』（スイッチ・パブリッシング、2013年 12月）、42頁。 
10 「うちにはほんとうに年をとった猫がいて、その猫がいちばん心地よさそうにするディスクが、AURORAの
「Fjord」だ。それって、どういうことか」（古川）。『エスクァイア日本版』（第 23巻第 7号、2009年 7月）の
特集「未来に伝えたい 100のこと。」へ寄せた、音楽家井上薫に関するエッセイより。 





















































































                                                   































                                                   
15 「地獄的な、あるいは天上的なものをこの世にあらしめるために」（柴田元幸氏との対談、『文藝』第 52巻第
3号、2013年 8月）。引用中の「ロックンロール十四部作」は、連載時のタイトルを指す。 
16 佐々木敦「変わっていく同じもの」（『新潮』第 110巻第 7号、2013年 7月）。 




19 倉本さおり「二十世紀にあった因果の連鎖に打ち克つための命懸けの物語」（『週刊金曜日』第 21巻第 23
号、2013年 6月 21日）。 




































































































































 「第四の書 ハウンド・ドッグ三部経」の「二十世紀 オーストラリア大陸の「苦い犬」」は、
『ロックンロール七部作』から引き継がれた挿話で、動物と同じ音楽を聞こうとした人間の「奇
                                                   





















































































                                                   





































                                                   
25 『千のプラトー』（宇野邦一ほか訳、河出書房新社、1994年 9月）。以下、引用頁は同書による。 
26 「リトルネロ／リフの哲学 ドゥルーズ＆ガタリの音楽論に寄せて」（『現代思想』第 36巻第 15号、2008年
12月）。なお注記において、ここでの「非人間主義（inhumanisme）」とは、「抽象的な人間の本質なるものを措
定し、そのようにして措定された人間を中心にして思考することを拒否する思考」であるとともに、「（人間が…
引用者注）一つの
、、、
結果＝効果であるからには、限定された存在のありようとしての人間とは異なる他のありよう
へと変容していくことの可能性を肯定する思考」（傍点本文）を示すものとしている。 
27 この可能性については、鈴木前掲論文が示唆的に論じるところである。 
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22 
られる枢要な「奇蹟」だと言えないだろうか。 
 ただし、音（楽）の力は、「消尽、粉砕、分解など、あらゆる種類の破壊を渇望」（344頁）し、「わ
れわれに死の欲望を与え」（400頁）もする。二十世紀の歴史は、そうした「音の潜在的ファシズム」
（400頁）の爪痕を残しているはずだ。動物とロックンロールをめぐる文学の想像力が、果たしてそ
れに拮抗するものとなりうるか。自己矛盾をはらんだ「パラドキシカルな離れ業、命懸けの試み」の
成否は、作者だけでなく読者の想像力にも問われていることだろう。 
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